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〈目的＞　環境問題、高齢化教会問題をはじめ様ざまな生活問題が生じる中、時代の流れ

に対応して家政学の新たif. 展開が求められるようになった、本研究では、この分野の基m

的・根源的な概念であるヒューマン、エコロジーの考え方を展開させ、今後わが国におけ

るこの分野のありかた、および新たな展開の可能性とその有用性について考察していくこ

ととする。

＜方法＞　かe･Sc？trsゐ/e ぶﾀe//nダ: Posゾt/on/ng t/ieProfess/on fo/･がﾀ2/st

Ceｸtt/ry、AHEA ,1994と, H.H.BrownのPﾀi/osop力/ca/SttKがes o/≒抱卵FconoMics in

f/>夕l/n/teグSりtes, 玲/｡I:･ゐs/c /ぬﾀ／勿／＼φ/が渦OM～fc?no0/sts励冷/がsタダ
r/ieMse/岸ﾀ, Hichigan state University 、1993を資料の中心としてこの分野の新たな

る展開についての概念枠組みを再mmし、さらにわが国の家政学への導入とかかわらせて

検討していく。

＜結果＞　文献研究により、ﾋ｡^.－マン・エコロジーの新展開として, transdiscip卜na-

ryな学問として論じられるホリスティックなアプローチが求められることがmm.された。

わが国においても、家庭を取り巻く社会システムの中で生じる様ざまな問題を解決するた

めには、これらホリスティックな考え方・方法を用いた家政学などが展開されていくこと
は肝要であると思われる。

2Tp－ ９　　　　アメリカ家政学における21世紀概念枠組・新モデル

　　　　日本大短大　○小野信今

目的　l9Si年6月、第85回年次大会においてアメリカ家政学会は、その名称を“Americ

an Association of Family and Consumer Sciences" （AAFCS）と変更した。同年４月、So

ciety for Human Ecology （SHE）第７回国際会議（於ミシガン州立大学）において人手し

た資料によれば、“Family and Consumer Sciences" （FCS）は、「アメリカ家政学の21 |U;

紀に向けて｡の概念枠組」（Ａ Conceptual Framework for the 21st Century)であるとする。

これは、1993年10月23日、スコッツデール会議において討論され、新モデルとともに決定

されたものである。これについて検証する。

　方法　1994年3月、AIIEAより発行された資料「The Scottsdale Meeting: Positioning

　the Profession for the 21st Century」に基づいて、その概念枠組・新モデルの内容を

検討した。

　結果　①新名称「Family and Consumer Sciences(FCS）」の日本語統一名称は検討を待

たねばならないが、ここでは「家族・消費者学」とする。②新名称の内容は、「個々人に

力を与え　家族を強化し　コミュニティに力を発揮させる」という３つのフレーズで表さ

れる。③家族・消費者学の統一軸は、個人、家族、コミュニティ、およびこれらが機能す

る環境－の４者の関係に対して統合的アプローチをとる。④新モデル（図I、図２、図3）

（以Tﾄﾞ略）
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